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1. 2025年3月期第3四半期の連結業績（2024年4月1日～2024年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期第3四半期 45,013 11.2 3,191 3.9 3,216 8.5 1,892 △2.7

2024年3月期第3四半期 40,470 23.5 3,072 193.0 2,965 177.5 1,944 179.3

（注）包括利益 2025年3月期第3四半期　　2,077百万円 （0.1％） 2024年3月期第3四半期　　2,076百万円 （168.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期第3四半期 177.38 ―

2024年3月期第3四半期 182.31 ―

（注）当社は2024年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し

　　　て、１株当たり四半期純利益を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2025年3月期第3四半期 41,958 18,821 44.1

2024年3月期 36,399 17,368 47.0

（参考）自己資本 2025年3月期第3四半期 18,506百万円 2024年3月期 17,107百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 ― 0.00 ― 100.00 100.00

2025年3月期 ― 0.00 ―

2025年3月期（予想） 55.00 55.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

１．2024年３月期期末配当金の内訳　普通配当90円00銭　記念配当10円00銭

２．当社は2024年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。2024年３月期については、当該株式分割前の実際の配当金の額

　　を記載しております。2025年３月期（予想）については、株式分割後の内容を記載しております。

3. 2025年 3月期の連結業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 59,000 7.6 4,000 11.1 3,950 13.2 2,500 13.2 234.35

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

当社は2024年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。2025年３月期の連結業績予想における１株当たり当期純利益につい
ては、当該株式分割の影響を考慮しております。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の

　　　会計処理に関する注記）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更に関する注記）」を

　　　ご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期3Q 10,670,000 株 2024年3月期 10,670,000 株

② 期末自己株式数 2025年3月期3Q 2,222 株 2024年3月期 2,222 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年3月期3Q 10,667,778 株 2024年3月期3Q 10,667,942 株

（注）当社は2024年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定

　　　して、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算定しております。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、そ

　の達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条

　件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」

　をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第３四半期連結累計期間は、国内においては、前連結会計年度にリニューアルを実施した「湖池屋プライドポ

テト」を中心に販売が好調でした。また、当初ECサイト限定で販売していた新ブランド「KOIKEYA FARM」を全国一

般販売へ拡大し、売れ行き好調です。一方で、原材料費や物流費をはじめとした各種コスト上昇による利益圧迫の

影響を受け、増収減益となりました。

　海外においては、各国において着実な売上増加を実現するとともに各種コストコントロール等に注力したこと

で、増収増益となりました。業績は次のとおりです。

　売上高は、45,013百万円（前年同期比11.2％増）となりました。利益につきましては、営業利益3,191百万円

（前年同期比3.9％増）、経常利益3,216百万円（前年同期比8.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益1,892百

万円（前年同期比2.7％減）となりました。

　セグメント別の業績は以下のとおりです。

＜国内＞

　2025年３月期も引き続き、「高付加価値商品等の継続拡販」「物価高騰対策及び製造体制の強化」「継続的な新機

軸商品開発」を、３つの戦略テーマに据え事業展開を進めております。

　当第３四半期連結累計期間においては、前連結会計年度に独自製法に磨きをかけ新“やみつきエンドレス製法”

に進化した「湖池屋プライドポテト」や、「ピュアポテト」、「湖池屋ストロング」などの商品を主軸とした高付加

価値戦略を継続しており、特に「湖池屋プライドポテト」の販売が好調に推移しました。また、ロングセラーブラ

ンドである「湖池屋ポテトチップス」、「スコーン」などにおいても、店頭カバー率アップを重視した販売政策に注

力し、好調な売上を維持しております。

　新市場創造へも継続して取り組んでおります。ECサイト限定販売から始まった湖池屋オリジナルブランド芋を使

用した新商品「KOIKEYA FARM」は、2024年10月に全国一般販売へ拡大しました。また、スナック感覚で手軽に食べ

られる "新しい食の選択肢" として開発した「ランチパイ」も、2024年10月にパッケージリニューアル、11月には

「ランチパイ　ビーフカレー」を新発売するなど、継続して拡販に取り組んでおります。

　一方、継続的な原材料価格や物流費等のコスト上昇の影響に対応するため、生産・物流の最適化をはじめとした

コスト削減施策を継続しております。また、中部工場の新設計画や、既存工場のシフトパターン見直しによって、

生産体制の強化・効率化も進めております。しかしながら、それらの取り組みだけでは昨今のコスト増加を吸収で

きないことから、必要に応じた価格改定を実施することで利益確保に努めております。

　以上のとおり、売上を継続拡大している一方で、ブランド育成のための積極広告投資や各種コスト増加の影響に

より、国内の売上高は40,338百万円（前年同期比10.9％増）となり、セグメント利益は2,844百万円（前年同期比

4.2％減）となりました。

＜海外＞

　台湾事業では、凖大手小売業数社への商品配荷が進み、主力の「カラムーチョ」を中心に売上が拡大しました。

また、収益管理体制を強化し、販促費のコントロールを徹底したことに加えて、2024年産の台湾国産馬鈴薯の確保

が順調だったことから原価率も抑制され、大幅な増収増益となりました。

　ベトナム事業では、国内売上が急速に改善するとともに輸出事業が好調で、売上が大幅に拡大しました。この結

果、工場の稼働率が改善し、加えて継続的に取り組んでいる各種コスト削減施策も奏功したことで、利益も大幅に

改善しております。

　タイ事業では、現地流通大手との取り組みの活発化に加え、地方スーパーへの販路拡大によって売上を拡大して

おります。また、現地で販売が好調な「カラムーチョ」のブランド力を活かした収益性の高い「カラムーチョ　

Corn Snacks」も新たに上市しました。為替変動による仕入原価上昇などの影響を受けたものの、増収増益となっ

ております。

　以上により、海外の売上高は4,675百万円（前年同期比14.3％増）となり、セグメント利益は447百万円（前年同

期比215.2％増）となりました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

　総資産は、前連結会計年度末に比べ5,558百万円増加し、41,958百万円となりました。主な要因は、建設仮勘定

の増加（3,760百万円）、受取手形及び売掛金の増加（1,068百万円）及び原材料及び貯蔵品の増加（831百万円）

によるものであります。

　負債は、前連結会計年度末に比べ4,105百万円増加し、23,136百万円となりました。主な要因は、未払金の減少

（775百万円）の一方、長期借入金の増加（3,232百万円）及び短期借入金の増加（1,500百万円）によるものであ

ります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ1,452百万円増加し、18,821百万円となりました。主な要因は、利益剰余金

の増加（1,358百万円）によるものであります。なお、自己資本比率は44.1％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2024年５月13日に公表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,855 6,109

受取手形及び売掛金 11,005 12,074

商品及び製品 1,487 1,899

仕掛品 0 34

原材料及び貯蔵品 1,221 2,052

有価証券 － 100

その他 637 748

貸倒引当金 △7 △6

流動資産合計 21,200 23,011

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,663 4,620

機械装置及び運搬具（純額） 5,231 5,335

土地 2,752 2,768

その他（純額） 200 3,959

有形固定資産合計 12,848 16,684

無形固定資産

その他 245 241

無形固定資産合計 245 241

投資その他の資産

その他 2,105 2,020

投資その他の資産合計 2,105 2,020

固定資産合計 15,199 18,946

資産合計 36,399 41,958

負債の部

流動負債

買掛金 6,207 7,120

短期借入金 500 2,000

未払金 4,181 3,406

返金負債 2,912 2,890

未払法人税等 896 375

賞与引当金 610 195

役員賞与引当金 － 18

その他 998 1,021

流動負債合計 16,307 17,027

固定負債

長期借入金 322 3,554

退職給付に係る負債 1,796 1,807

その他 605 748

固定負債合計 2,724 6,109

負債合計 19,031 23,136

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,269 2,269

資本剰余金 2,153 2,153

利益剰余金 12,464 13,823

自己株式 △4 △4

株主資本合計 16,884 18,243

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 11 7

為替換算調整勘定 201 235

退職給付に係る調整累計額 10 19

その他の包括利益累計額合計 222 263

非支配株主持分 261 314

純資産合計 17,368 18,821

負債純資産合計 36,399 41,958
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

売上高 40,470 45,013

売上原価 27,039 30,308

売上総利益 13,431 14,704

販売費及び一般管理費 10,358 11,513

営業利益 3,072 3,191

営業外収益

受取利息 3 8

受取配当金 9 10

持分法による投資利益 2 11

為替差益 3 27

その他 67 15

営業外収益合計 85 72

営業外費用

支払利息 4 5

支払手数料 13 31

支払補償費 80 －

その他 94 10

営業外費用合計 192 47

経常利益 2,965 3,216

特別損失

棚卸資産廃棄損 － 296

特別損失合計 － 296

税金等調整前四半期純利益 2,965 2,919

法人税等 955 884

四半期純利益 2,009 2,035

非支配株主に帰属する四半期純利益 64 142

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,944 1,892

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

四半期純利益 2,009 2,035

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1 △3

為替換算調整勘定 36 35

退職給付に係る調整額 15 9

持分法適用会社に対する持分相当額 12 1

その他の包括利益合計 66 42

四半期包括利益 2,076 2,077

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,004 1,932

非支配株主に係る四半期包括利益 72 145

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２国内 海外 計

売上高

顧客との契約から生じ

る収益
36,380 4,090 40,470 － 40,470

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 36,380 4,090 40,470 － 40,470

セグメント間の内部売

上高又は振替高
70 199 269 △269 －

計 36,451 4,289 40,740 △269 40,470

セグメント利益 2,970 142 3,112 △39 3,072

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

　１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会等が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、スナック菓子の製造販売を中心に事業活動を展開し、「国内」、「海外」の２つを報告セグメントとして

おります。

　「国内」は当社が、「海外」においては在外連結子会社が、それぞれ独立した経営単位で事業活動を展開しており

ます。

　２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

前第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

　（注）１．セグメント利益の調整額△39百万円はセグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２国内 海外 計

売上高

顧客との契約から生じ

る収益
40,338 4,675 45,013 － 45,013

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 40,338 4,675 45,013 － 45,013

セグメント間の内部売

上高又は振替高
150 431 582 △582 －

計 40,489 5,106 45,596 △582 45,013

セグメント利益 2,844 447 3,292 △100 3,191

当第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

　（注）１．セグメント利益の調整額△100百万円はセグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年12月31日）

減価償却費 958百万円 1,006百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

  当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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